
多摩市居住支援相談窓口　実績報告書　（令和2年11月分） 報告資料２

15 件 （新規 9 件 継続 6 件） 同行支援 2 回 確保　1　件 継続　11　件 終了　4　件

確保した

住宅種別
確保の要因

2 7月6日 窓口 継続 本人 1

高齢者、障が

い者、低額所

得者

低家賃

希望

○

8月
民間アパート 生活保護決定 継続

7 7月20日 窓口 継続 本人 1
高齢者、障が

い者

低家賃

希望
継続

18 8月26日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望、

体調不

良の為

継続

19 9月1日 窓口 継続 本人 1 高齢者
低家賃

希望
終了

娘に転宅を反対され

た為
11月24日

21 9月29日 窓口 継続 世帯主 2 子育て中

親族と

の別

居、体

調不良

の為

継続

23 10月12日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望
継続

25 11月2日 窓口 新規 本人 1
高齢者、低額

所得者

家主都

合

UR永山サー

ビスセン

ター・同行

支援

継続

26 11月5日 窓口 新規

その他

（知

人）

1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望
終了

都営住宅の優先申込

があると考え相談し

たため。

11月5日

合計利用件数

結果

№
相談・対

応日

相談

方法

新規・

継続
相談者

世帯

人数
世帯の属性

理由・

希望

支援

終了日

支援

継続・終了
支援終了理由

　都営住宅の申し込みの不明点の確認及

び兄との同居で娘の体調に影響が出てし

まっている為に転居必要

相談内容

同行支援

（同行先・

支援内容）

住居

確保

生活保護受給中で、高額家賃の為、8月末

日までの転居が必要。一人で探してもな

かなか見つからなかった。

現在の住居（高齢者優良住宅）が来年6月

以降、家賃が8万円以上になってしまう

為、住み替えを検討したい

酸素ボンベの上げ下ろしができない為、1

階または、エレベーターのある住居に転

宅したい。

年金生活をしているが家賃が高いため住

み替えを考えている。

実兄が亡くなり、現在の住居に住み続け

ることが困難になった為

部屋のオーナーが、その部屋に戻るため

退去を迫られている。

無年金で貯蓄を切り崩して生活をしてい

る為、低額家賃を希望している



確保した

住宅種別
確保の要因

27 11月9日 窓口 新規 本人 1
障がい者、低

額所得者

低家賃

希望
○ 民間アパート

連帯保証にの存

在、支援者の存在

（支援者：友

人）、生活保護決

定

終了
物件が決定し、生活

保護決定の為
11月26日

28 11月13日 窓口 新規 世帯主 4

子育て中（高

校生相当以

下）、ひとり

親家庭

転居か

名義変

更

終了

生活困窮の窓口にて

継続相談にのるが、

転居については一度

支援終了とする。

11月13日

29 11月20日 窓口 新規 世帯主 2 高齢者
低家賃

希望
継続

30 11月20日 窓口 新規 本人 4

子育て中（高

校生相当以

下）、低額所

得者

低家賃

希望
継続

31 11月26日 窓口 新規 世帯主 2 高齢者

初期費

用の少

ない物

件

継続

32 11月27日 窓口 新規 世帯主 2 低額所得者
低家賃

希望
継続

33 11月30日 窓口 新規
世帯主

の妻
3

高齢者、低額

所得者

低家賃

希望、

体調の

為

UR永山サー

ビスセン

ター・同行

支援

継続

結果

№
相談・対

応日

相談

方法

新規・

継続
相談者

世帯

人数
世帯の属性

理由・

希望
相談内容

同行支援

（同行先・

支援内容）

住居

確保

支援

継続・終了
支援終了理由

支援

終了日

現在、知人が借りている会社の寮にいる

が、仕事ができなくなってしまったので

転居して生活保護を申請したい

現在社宅に住んでいるが、11月30日で退

職予定。現住居を自分名義にして住み続

けるか、転居するかを相談したい。

借金があり、自宅を売却し返済するため

生活保護受給中で、現在の住居が高額家

賃の為

家を強制退去になり、現在友人宅に居候

している為、新たな住居に転宅したい

現在の住居で180万円滞納があり、退去の

勧告があり転宅先を探している。

5階に住んでいて、足腰が弱く、1階への

部屋に転居を希望

　家賃を下げたい（市営希望）

令和２年度実績累計（７～１１月分）

延べ利用人数 ５９人 ※１人が一月に複数回利用した場合でも、当該月は１人でカウントする

実利用人数 ３２人 ※№8は欠番

新規利用人数 ３２人

延べ同行支援件数 １１件 ※１人が同月に複数回利用した場合でも、当該月は１人でカウントする

住居確保件数 ９件



多摩市居住支援相談窓口　実績報告書　（令和2年12月分） 報告資料２

14 件 （新規 3 件 継続 11 件） 同行支援 1 回 確保　0　件 継続　13　件 終了　1　件

確保した

住宅種別
確保の要因

2 7月6日 窓口 継続 本人 1

高齢者、障が

い者、低額所

得者

低家賃

希望

○

8月
民間アパート 生活保護決定 終了 転宅終了した為 12月16日

7 7月20日 窓口 継続 本人 1
高齢者、障が

い者

低家賃

希望
継続

18 8月26日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望、

体調不

良の為

継続

21 9月29日 窓口 継続 世帯主 2 子育て中

親族と

の別

居、体

調不良

の為

継続

23 10月12日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望
継続

25 11月2日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

家主都

合

UR永山サー

ビスセン

ター・同行

支援

11月

継続

29 11月20日 窓口 継続 世帯主 2 高齢者
低家賃

希望
継続

30 11月20日 窓口 継続 本人 4

子育て中（高

校生相当以

下）、低額所

得者

低家賃

希望
継続

合計利用件数

結果

№
相談・対応

日

相談

方法

新規・

継続
相談者

世帯

人数
世帯の属性

理由・

希望

支援

終了日

支援

継続・終了
支援終了理由

実兄が亡くなり、現在の住居に住み続け

ることが困難になった為

相談内容

同行支援

（同行先・

支援内容）

住居

確保

生活保護受給中で、高額家賃の為、8月末

日までの転居が必要。一人で探してもな

かなか見つからなかった。

現在の住居（高齢者優良住宅）が来年6月

以降、家賃が8万円以上になってしまう

為、住み替えを検討したい

酸素ボンベの上げ下ろしができない為、1

階または、エレベーターのある住居に転

宅したい。

都営住宅の申し込みの不明点の確認及び

兄との同居で娘の体調に影響が出てし

まっている為に転居必要

部屋のオーナーが、その部屋に戻るため

退去を迫られている。

借金があり、自宅を売却し返済するため

生活保護受給中で、現在の住居が高額家

賃の為



確保した

住宅種別
確保の要因

31 11月26日 窓口 継続 世帯主 2 高齢者

初期費

用の少

ない物

件

継続

32 11月27日 窓口 継続 世帯主 2 低額所得者
低家賃

希望
継続

33 11月30日 窓口 継続
世帯主

の妻
3

高齢者、低額

所得者

低家賃

希望、

体調の

為

継続

34 12月1日 窓口 新規 本人 1 低額所得者
低家賃

希望
継続

35 12月9日 窓口 新規 本人 1
障がい者、低

額所得者

低家賃

希望
継続

36 12月14日 窓口 新規 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望

㈱ワールド

ワン・同行

支援

継続

結果

№
相談・対応

日

相談

方法

新規・

継続
相談者

世帯

人数
世帯の属性

理由・

希望
相談内容

同行支援

（同行先・

支援内容）

住居

確保

支援

継続・終了
支援終了理由

支援

終了日

家を強制退去になり、現在友人宅に居候

している為、新たな住居に転宅したい

現在の住居で180万円滞納があり、退去の

勧告があり転宅先を探している。

5階に住んでいて、足腰が弱く、1階への

部屋に転居を希望

家賃を下げたい（市営希望）

9月から生活保護を受給しているが、現在

の住居が高額家賃により転居指導があ

り、転居が必要な為

生活保護基準を超える高額家賃の為、転

居が必要

兄の家に居候していたが、出ていかなけ

ればならなくなり、路上生活になってし

まった為。

令和２年度実績累計（７～１２月分）

延べ利用人数 ７３人 ※１人が一月に複数回利用した場合でも、当該月は１人でカウントする

実利用人数 ３５人 ※№8は欠番

新規利用人数 ３５人

延べ同行支援件数 １２件※１人が同月に複数回利用した場合でも、当該月は１人でカウントする

住居確保件数 ９件



多摩市居住支援相談窓口　実績報告書　（令和3年1月分） 報告資料２

18 件 （新規 5 件 継続 13 件） 同行支援 1 回 確保　4　件 継続　14　件 終了　４　件

確保した

住宅種別
確保の要因

7 7月20日 窓口 継続 本人 1
高齢者、障が

い者

低家賃

希望
継続

18 8月26日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望、

体調不

良の為

継続

21 9月29日 窓口 継続 世帯主 2 子育て中

親族と

の別

居、体

調不良

の為

継続

23 10月12日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望
継続

25 11月2日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

家主都

合
継続

29 11月20日 窓口 継続 世帯主 2 高齢者
低家賃

希望
継続

30 11月20日 窓口 継続 本人 4

子育て中（高

校生相当以

下）、低額所

得者

低家賃

希望
継続

31 11月26日 窓口 継続 世帯主 2 高齢者

初期費

用の少

ない物

件

○
民間アパー

ト

住替え先の希望が

明確
終了 住居確保 1月7日

実兄が亡くなり、現在の住居に住み続け

ることが困難になった為

部屋のオーナーが、その部屋に戻るため

退去を迫られている。

借金があり、自宅を売却し返済するため

生活保護受給中で、現在の住居が高額家

賃の為

家を強制退去になり、現在友人宅に居候

している為、新たな住居に転宅したい

支援終了理由
支援

終了日

現在の住居（高齢者優良住宅）が来年6月

以降、家賃が8万円以上になってしまう

為、住み替えを検討したい

酸素ボンベの上げ下ろしができない為、1

階または、エレベーターのある住居に転

宅したい。

都営住宅の申し込みの不明点の確認及び

兄との同居で娘の体調に影響が出てし

まっている為に転居必要

相談内容

同行支援

（同行先・

支援内容）

住居

確保

支援

継続・終了

合計利用件数

結果

№
相談・対応

日

相談

方法

新規・

継続
相談者

世帯

人数
世帯の属性

理由・

希望



確保した

住宅種別
確保の要因

32 11月27日 窓口 継続 世帯主 2 低額所得者
低家賃

希望
○

民間アパー

ト

住替え先の希望が

明確、生活保護決

定

終了 住居確保 1月15日

33 11月30日 窓口 継続
世帯主

の妻
3

高齢者、低額

所得者

低家賃

希望、

体調の

為

継続

34 12月1日 窓口 継続 本人 1 低額所得者
低家賃

希望
継続

35 12月9日 窓口 継続 本人 1
障がい者、低

額所得者

低家賃

希望
○

民間アパー

ト

住替え先の希望が

明確、生活保護決

定

終了 住居確保 1月18日

36 12月14日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望
継続

37 1月4日 窓口 新規 世帯主 2

子育て中（高

校生相当以

下）

親族と

の別居
○

民間アパー

ト
連帯保証人の存在 終了 住居確保 1月28日

38 1月15日 窓口 新規 本人 1
高齢者、低額

所得者

親族との

別居、低

家賃希望

UR永山サー

ビスセン

ター・同行

支援

継続

39 1月20日 窓口 新規 本人 1
高齢者、低額

所得者

親族と

の別居
継続

40 1月29日 窓口 新規 世帯主 5

子育て中（高

校生相当以

下）

低家賃

希望
継続

41 1月26日 窓口 新規 本人 1
その他（家族

との別居）

親族と

の別居
継続

支援

終了日

現在の住居で180万円滞納があり、退去の

勧告があり転宅先を探している。

現在は妹二人で暮らしていたが妹が入院

し意識が戻らず、療養型病院に入院する

予定である。現在の持ち家を売り、ひと

りで暮らせる家を探したい。

現在JKKに居住中であるが、家賃滞納で2

月中に転居しなければならない。

母が入院したことにより、仲の悪い弟と

の二人暮らしになり、転宅の必要性があ

る為

5階に住んでいて、足腰が弱く、1階への

部屋に転居を希望

家賃を下げたい（市営希望）

9月から生活保護を受給しているが、現在

の住居が高額家賃により転居指導があ

り、転居が必要な為

生活保護基準を超える高額家賃の為、転

居が必要

兄の家に居候していたが、出ていかなけ

ればならなくなり、路上生活になってし

まった為。

同居の家族（父親）から転宅を迫られた

為

夫と離婚し、別居するための転居

同行支援

（同行先・

支援内容）

住居

確保

支援

継続・終了
支援終了理由№

相談・対応

日

相談

方法

新規・

継続
相談者

世帯

人数
世帯の属性

理由・

希望
相談内容

結果

令和２年度実績累計（７～１月分）

延べ利用人数 ９１人 ※１人が一月に複数回利用した場合でも、当該月は１人でカウントする

実利用人数 ４０人 ※№8は欠番

新規利用人数 ４０人

延べ同行支援件数 １３件 ※１人が同月に複数回利用した場合でも、当該月は１人でカウントする

住居確保件数 １３件



多摩市居住支援相談窓口　実績報告書　（令和3年2月分） 報告資料２

15 件 （新規 1 件 継続 14 件） 同行支援 1 回 確保　1　件 継続　13　件 終了　2　件

確保した

住宅種別
確保の要因

7 7月20日 窓口 継続 本人 1
高齢者、障が

い者

低家賃

希望
継続

18 8月26日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望、

体調不

良の為

継続

21 9月29日 窓口 継続 世帯主 2 子育て中

親族と

の別

居、体

調不良

の為

継続

23 10月12日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望
継続

25 11月2日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

家主都

合
継続

29 11月20日 窓口 継続 世帯主 2 高齢者
低家賃

希望
継続

30 11月20日 窓口 継続 本人 4

子育て中（高

校生相当以

下）、低額所

得者

低家賃

希望
継続

33 11月30日 窓口 継続
世帯主

の妻
3

高齢者、低額

所得者

低家賃

希望、

体調の

為

継続

実兄が亡くなり、現在の住居に住み続け

ることが困難になった為

部屋のオーナーが、その部屋に戻るため

退去を迫られている。

借金があり、自宅を売却し返済するため

生活保護受給中で、現在の住居が高額家

賃の為

5階に住んでいて、足腰が弱く、1階への

部屋に転居を希望

家賃を下げたい（市営希望）

支援終了理由
支援

終了日

現在の住居（高齢者優良住宅）が来年6月

以降、家賃が8万円以上になってしまう

為、住み替えを検討したい

酸素ボンベの上げ下ろしができない為、1

階または、エレベーターのある住居に転

宅したい。

都営住宅の申し込みの不明点の確認及び

兄との同居で娘の体調に影響が出てし

まっている為に転居必要

相談内容

同行支援

（同行先・

支援内容）

住居

確保

支援

継続・終了

合計利用件数

結果

№
相談・対

応日

相談

方法

新規・

継続
相談者

世帯

人数
世帯の属性

理由・

希望



確保した

住宅種別
確保の要因

34 12月1日 窓口 継続 本人 1 低額所得者
低家賃

希望
継続

36 12月14日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

低家賃

希望
継続

38 1月15日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

親族との

別居、低

家賃希望

継続

39 1月20日 窓口 継続 本人 1
高齢者、低額

所得者

親族と

の別居
継続

40 1月29日 窓口 継続 世帯主 5

子育て中（高

校生相当以

下）

低家賃

希望
継続

41 1月26日 窓口 継続 本人 1
その他（家族

との別居）

親族と

の別居

同行支援

（府中市・

内見同行）

○
民間アパー

ト

安定した収入、住

みかえ先の希望が

明確

終了

無事に転居ができ、

安定した生活を送る

ことができる為

2月26日

42 2月26日 窓口 新規
世帯主

の妻
2

障害者、高齢

者、低額所得

者

バリアフ

リー住宅

希望

終了

主自身でUR等に問い

合わせを行えるため

情報提供で終了

2月26日

支援

終了日

9月から生活保護を受給しているが、現在

の住居が高額家賃により転居指導があ

り、転居が必要な為

兄の家に居候していたが、出ていかなけ

ればならなくなり、路上生活になってし

まった為。

夫と離婚し、別居するための転居

現在は妹二人で暮らしていたが妹が入院

し意識が戻らず、療養型病院に入院する

予定である。現在の持ち家を売り、ひと

りで暮らせる家を探したい。

現在JKKに居住中であるが、家賃滞納で2

月中に転居しなければならない。

母が入院したことにより、仲の悪い弟と

の二人暮らしになり、転宅の必要性があ

る為

夫がパーキンソン病を患っており、要介

護4。車椅子を使用している。バリアフ

リーの家を探している。身体障害者向け

の住宅を探している。

同行支援

（同行先・

支援内容）

住居

確保

支援

継続・終了
支援終了理由№

相談・対

応日

相談

方法

新規・

継続
相談者

世帯

人数
世帯の属性

理由・

希望
相談内容

結果

令和２年度実績累計（７～２月分）

延べ利用人数 １０６人 ※１人が一月に複数回利用した場合でも、当該月は１人でカウントする

実利用人数 ４１人 ※№8は欠番

新規利用人数 ４１人

延べ同行支援件数 １４件 ※１人が同月に複数回利用した場合でも、当該月は１人でカウントする

住居確保件数 １４件


